
 

 

 

法学部法律学科 
 

入学試験制度と評価 

 
法学部法律学科は、以下の入学試験制度ごとに、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体

性等」を多面的・総合的に評価します。それぞれの入学試験制度における評価の比重と評価方法につ

いては、別表をご覧ください。 
 

(1) 一般選抜 

入学後に必要な基礎学力を有する入学志願者を選抜するために、個別学力検査と出身学校調査書に

よって多面的・総合的に評価します。後期日程では、個別学力検査で合否ラインの得点帯の入学志願
者について、出身学校調査書に記載される主体性に関する情報を評価して、個別学力検査の得点に加

点したうえで合否判定します。 

一般選抜では、学力の 3 要素のうち、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」に重点を置いて評
価・判定します。 

 
(2) 共通テスト利用選抜 

入学後に必要な基礎学力を有する入学志願者を選抜するために、大学入学共通テストの成績と出身
学校調査書によって多面的・総合的に評価します。 

共通テスト利用選抜では、学力の 3 要素のうち、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」に重点
を置いて評価・判定します。 
 

(3) 総合型選抜 
本学への入学を強く希望し、高等学校等における正課活動及び課外活動に積極的に取り組み、本学

法学部法律学科で学ぶことの意義について明確な興味・関心を持った入学志願者を選抜します。 
総合型選抜では、学力の 3 要素のうち、「思考力・判断力・表現力」、「主体性等」に重点を置き、特

定の課題に関するゼミナール（ゼミナール方式の場合）・社会問題についての小論文（スポーツ実績方

式、芸術・文化実績方式の場合）、面接（スポーツ実績方式、芸術・文化実績方式の場合）、活動報告
書（スポーツ実績方式、芸術・文化実績方式の場合）、出身学校調査書（一定の学習成績の状況を満た

す必要があります）、志望理由書等をもとにして、能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定
します。 

 
(4) 学校推薦型選抜（公募） 

【専願】 
本学への入学を強く希望し、学校長から推薦され、高等学校等における正課活動及び課外活動に積

極的に取り組み、本学法学部法律学科で学ぶことの意義について明確な興味・関心を持った入学志願

者を選抜します。 

学校推薦型選抜（公募・専願）では、学力の 3 要素のうち、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現
力」に重点を置き、英語試験（英語方式）・資料小論文試験（小論文方式）、面接、出身学校長の推薦
書、出身学校調査書（一定の学習成績の状況を満たす必要があります）、志望理由書等をもとにして、

能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定します。 

【併願】 

学校長から推薦され、入学後に必要な基礎学力を有する入学志願者を選抜するために、個別学力検
査と、出身学校長の推薦書、出身学校調査書によって多面的・総合的に評価します。 

学校推薦型選抜（公募・併願）では、学力の 3 要素のうち、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現

力」に重点を置いて評価・判定します。 

 

(5) 学校推薦型選抜（指定校） 
本学への入学を強く希望し、学校長から推薦され、高等学校における正課活動及び課外活動に積極

的に取り組み、本学法学部法律学科で学ぶことの意義について明確な興味・関心を持った入学志願者

を選抜します。 

広島修道大学の入学試験制度と評価 



学校推薦型選抜（指定校）では、学力の 3 要素全てを同じ比重で、社会問題についての小論文及び
社会問題に関する 3 分間説明、面接、出身学校長の推薦書、出身学校調査書（一定の学習成績の状況
を満たす必要があります）、志望理由書等をもとにして、能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評

価・判定します。 

 

(6) 学校推薦型選抜（附属校） 
本学への入学を強く希望し、学校長から推薦され、高等学校における正課活動及び課外活動に積極

的に取り組み、本学法学部法律学科で学ぶことの意義について明確な興味・関心を持った入学志願者

を選抜します。 

学校推薦型選抜（附属校）では、学力の 3 要素全てを同等の比重で、面接、出身学校長の推薦書、
出身学校調査書（一定の学習成績の状況を満たす必要があります）、志望理由書等をもとにして、能
力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定します。 

 

(7) 帰国生選抜 
帰国生選抜は、総合型選抜（ゼミナール方式）と同じ方式で実施します。 

 

(8) 外国人留学生選抜 

主に入学後の学修に必要な基礎学力を有している入学志願者を選抜します。選抜においては、資料

小論文試験、日本留学試験のスコア、面接、出願書類等をもとにして、能力・意欲・適性等を多面
的・総合的に評価・判定します。 

 

(9) 編入学試験・学士入学試験 
第 3学年次に編入するために必要な基礎学力を有している入学志願者を選抜します。選抜においては、

英語試験・資料小論文試験、面接、成績証明書、志望理由書等をもとにして、能力・意欲・適性等を多
面的・総合的に評価・判定します。 

 

 

  



（別表）法律学科：各入試制度における学力の３要素の評価比重と評価方法（◎は重点評価項目） 

 
 

 

 

 

 

 

比重 評価方法 比重 評価方法 比重 評価方法

・教科・科目に係る個別テスト ・教科・科目に係る個別テスト

・共通テストの成績 ・共通テストの成績

（共通ﾃｽﾄﾌﾟﾗｽ方式のみ） （共通ﾃｽﾄﾌﾟﾗｽ方式のみ）

・英語資格･検定

（共通ﾃｽﾄﾌﾟﾗｽ方式のみ）

・出身学校調査書

・教科・科目に係る個別テスト ・教科・科目に係る個別テスト ・出身学校調査書

・出身学校調査書

・共通テストの成績 ・共通テストの成績

・英語資格・検定

・出身学校調査書

総合型選抜 ・ゼミナール ・ゼミナール ・ゼミナール

〔ゼミナール方式〕 ・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

・ゼミナール報告要旨 ・ゼミナール報告要旨 ・志望理由書

・ゼミナール報告要旨

総合型選抜 ・面接 ・面接 ・面接

〔スポーツ実績方式〕 ・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

〔芸術･文化実績方式〕 ・社会問題についての小論文 ・活動報告書 ・志望理由書

・社会問題についての小論文 ・活動報告書

・社会問題についての小論文

学校推薦型選抜（公募・専願）
・教科・科目に係る個別テスト

（英語）

・教科・科目に係る個別テスト

（英語）
・面接

〔英語方式〕 ・面接 ・面接 ・出身学校長の推薦書

・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書 ・志望理由書

・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

学校推薦型選抜（公募・専願） ・小論文 ・小論文 ・面接

〔小論文方式〕 ・面接 ・面接 ・出身学校長の推薦書

・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書 ・志望理由書

・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

・教科・科目に係る個別テスト ・教科・科目に係る個別テスト

・出身学校長の推薦書

・出身学校調査書

・面接 ・面接 ・面接

・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書

・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

・社会問題についての小論文 ・社会問題についての小論文 ・志望理由書

・社会問題についての小論文

・面接 ・面接 ・面接

・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書 ・出身学校長の推薦書

・出身学校調査書 ・志望理由書 ・出身学校調査書

・志望理由書

○

○ ○

○

◎ ◎ ○

総合型
選抜

○ ◎ ◎

○ ◎ ◎

学校推薦型
選抜

◎ ◎

学校推薦型選抜（指定校） ○

学校推薦型選抜（公募・併願） ◎ ◎

学校推薦型選抜（附属校） ○ ○

区分 入試制度
知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性等

一般選抜

一般選抜（前期日程） ◎ ◎

一般選抜（後期日程） ◎ ◎ ○

共通テスト利用選抜

（前期日程、後期日程）
◎ ◎


